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二
〇
一
六
年
度
春
季
企
画
展
で
は
「
早
稲
田
の
通
信
講
義
録
と
そ
の
時
代　
１
８
８
６
│
１
９
５
６
」
と
題
し
、
早
稲
田
大
学
が
創
立
当
初
か
ら
七
〇
年
に
わ
た
り
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
校
外
教
育
事
業
と
、
そ
こ
に
集
っ
た
校
外
生
た
ち
の
諸
相
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
。
　
会
期
は
二
〇
一
六
年
三
月
二
二
日
か
ら
四
月
二
三
日
ま
で
の
一
か
月
間
、
会
場
は
會
津
八
一
記
念
博
物
館
一
階
企
画
展
示
室
（
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
あ
っ
た
。
期
間
全
体
で
二
、八
六
四
人
の
来
館
者
が
あ
っ
た
他
、『
読
売
新
聞
』（
二
〇
一
六
年
三
月
三
〇
日
付
）、『
朝
日
新
聞
』（
同
四
月
五
日
付
）
に
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
、『
日
本
経
済
新
聞
』（
同
四
月
五
日
付
）
の
「
春
秋
」
欄
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
の
反
響
を
得
た
。
　
本
展
示
会
開
催
に
当
た
り
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
埼
玉
県
富
士
見
市
立
図
書
館
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
・
各
機
関
に
あ
ら
た
め
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
　
以
下
、
主
な
展
示
資
料
を
紹
介
し
つ
つ
、
企
画
展
の
内
容
を
説
明
し
た
い
。
な
お
、
所
蔵
先
が
記
さ
れ
て
い
な
い
資
料
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
資
料
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
度
春
季
企
画
展
　
　
　
　
「
早
稲
田
の
通
信
講
義
録
と
そ
の
時
代　
１
８
８
６
│
１
９
５
６
」
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は
じ
め
に
　
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
三
〇
年
前
、
創
立
ま
も
な
い
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
の
前
身
）
が
刊
行
を
は
じ
め
た
通
信
講
義
録
は
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
に
募
集
を
停
止
す
る
ま
で
、
実
に
二
〇
〇
万
人
を
超
え
る
人
々
に
購
読
さ
れ
た
。
　
一
九
世
紀
の
終
わ
り
、
近
代
的
な
教
育
制
度
が
整
備
さ
れ
、
日
本
に
も
学
歴
が
も
の
を
い
う
時
代
が
訪
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
代
は
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
ほ
と
ん
ど
の
人
々
に
と
っ
て
、
幼
少
に
し
て
夢
を
絶
た
れ
る
理
不
尽
な
時
代
で
も
あ
っ
た
。
上
京
や
進
学
が
か
な
わ
な
い
そ
の
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
、
勉
強
を
続
け
る
数
少
な
い
選
択
肢
が
通
信
講
義
録
の
購
読
だ
っ
た
。
早
稲
田
大
学
で
は
通
信
講
義
録
の
購
読
者
は
「
校
外
生
」
と
呼
ば
れ
、
規
則
に
明
記
さ
れ
た
れ
っ
き
と
し
た
学
校
の
一
員
だ
っ
た
。
　
居
な
が
ら
に
し
て
最
新
の
学
問
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
講
義
録
は
、
早
稲
田
大
学
に
と
っ
て
は
自
校
の
教
育
を
キ
ャ
ン
パ
ス
の
外
に
行
き
渡
ら
せ
る
格
好
の
媒
体
で
あ
り
、
講
義
録
だ
け
を
頼
り
に
独
学
に
励
む
校
外
生
た
ち
は
、「
在
野
の
精
神
」
を
在
校
生
以
上
に
体
現
し
た
存
在
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
　
本
展
示
会
で
は
、
早
稲
田
の
特
色
を
も
っ
と
も
よ
く
表
し
た
と
い
う
べ
き
通
信
講
義
録
の
〈
世
界
〉
に
、
学
校
側
の
取
り
組
み
と
学
ぶ
側
の
意
識
の
両
面
か
ら
迫
る
。
も
ち
ろ
ん
、
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
七
〇
年
に
及
ぶ
通
信
講
義
録
の
歴
史
の
ほ
ん
の
一
端
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
今
回
紹
介
す
る
わ
ず
か
な
史
料
の
中
に
も
、「
学
び
」
に
賭
け
た
人
々
の
思
い
、
日
々
の
苦
悩
や
明
日
へ
の
希
望
、
そ
し
て
、
彼
ら
が
格
闘
し
た
時
代
の
肌
触
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
展
示
会
が
、
学
生
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
、
教
育
の
場
に
接
す
る
こ
と
の
な
い
多
く
の
方
々
に
と
っ
て
も
、「
学
び
」
の
意
味
を
問
い
な
お
す
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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１
．
教
ゆ
る
に
も
亦ま
た
術すべ
多
か
り
│
│
通
信
講
義
録
の
は
じ
ま
り
　
一
八
八
〇
年
代
の
中
ご
ろ
、
憲
法
発
布
と
国
会
開
設
を
数
年
後
に
ひ
か
え
、
日
本
の
国
家
と
社
会
は
急
速
に
形
を
変
え
て
い
っ
た
。
西
欧
に
範
を
と
っ
た
法
律
や
制
度
が
続
々
と
導
入
さ
れ
て
い
く
一
方
、
新
し
い
知
識
を
伝
達
す
る
た
め
の
教
育
制
度
や
言
論
メ
デ
ィ
ア
は
い
ま
だ
整
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
す
き
ま
を
埋
め
合
わ
せ
る
べ
く
、
東
京
の
私
立
専
門
学
校
を
主
な
担
い
手
と
し
て
、
講
義
録
の
発
行
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
　
東
京
専
門
学
校
が
講
義
録
に
よ
る
通
信
教
育
事
業
に
乗
り
だ
し
た
の
は
、
開
校
か
ら
四
年
後
の
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
高
田
早
苗
の
示
唆
の
も
と
、
は
じ
め
学
外
の
個
人
へ
の
委
託
事
業
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
早
稲
田
の
通
信
講
義
録
は
、
そ
の
後
、
事
業
主
体
を
大
学
の
出
版
部
へ
と
移
し
、
い
く
た
び
か
の
経
営
危
機
に
み
ま
わ
れ
な
が
ら
も
、
長
ら
く
継
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
　
他
の
講
義
録
の
多
く
が
短
命
に
終
わ
る
中
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
（
大
学
開
放
）
と
い
う
明
確
な
理
念
に
支
え
ら
れ
た
通
信
講
義
録
が
、
早
稲
田
の
教
育
を
キ
ャ
ン
パ
ス
の
外
、
全
国
津
々
浦
々
に
行
き
渡
ら
せ
て
い
っ
た
。
【
主
な
展
示
資
料
】
山
田
喜
之
助
講
義
『
英
米
代
理
法
』（
一
八
八
六
年
六
月
）
　
い
ち
早
く
通
信
講
義
録
事
業
に
乗
り
出
し
た
英
吉
利
法
律
学
校
（
後
の
中
央
大
学
）
の
講
義
録
を
ま
と
め
た
も
の
。
同
校
は
、
校
則
に
校
外
生
制
度
を
明
記
す
る
な
ど
、
東
京
専
門
学
校
の
制
度
に
も
影
響
を
与
え
た
。
著
者
で
あ
る
山
田
喜
之
助
（
一
八
五
九
〜
一
九
一
三
）
は
、
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小
野
梓
を
中
心
と
す
る
鷗
渡
会
の
一
員
と
し
て
東
京
専
門
学
校
の
設
立
に
尽
力
し
た
人
物
。
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
の
法
律
科
移
転
問
題
に
関
係
し
て
辞
職
し
た
後
、
英
吉
利
法
律
学
校
の
設
立
発
起
人
に
名
を
連
ね
た
。
通
信
講
学
会
の
講
義
録
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
　
通
信
講
学
会
は
、一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
一
二
月
、雑
誌
『
教
育
時
論
』
の
発
行
元
と
し
て
知
ら
れ
る
開
発
社
内
に
設
立
さ
れ
た
。
同
会
の
活
動
は
短
命
に
終
わ
っ
た
が
、
執
筆
者
に
高
田
早
苗
や
後
に
早
稲
田
大
学
学
長
を
つ
と
め
る
平
沼
淑
郎
（
一
八
六
四
〜
一
九
三
八
）
ら
を
擁
し
、
東
京
専
門
学
校
が
通
信
講
義
録
事
業
に
乗
り
だ
す
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
「
政
学
講
義
会
設
立
の
趣
意
」（
一
八
八
六
年
四
月
）
　
『
中
央
学
術
雑
誌
』
二
七
号
に
掲
載
。
政
学
講
義
会
は
、
高
田
早
苗
の
構
想
に
感
化
さ
れ
た
横
田
敬
太
と
い
う
人
物
が
講
義
録
発
行
の
た
め
に
設
立
し
た
団
体
。
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
学
校
直
営
と
な
る
ま
で
、
講
義
録
の
発
行
は
彼
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。「
教
ゆ
る
に
も
亦
た
術
多
か
り
」
と
の
文
言
か
ら
は
じ
ま
る
趣
意
書
か
ら
、
通
信
講
義
録
に
か
け
る
高
田
や
横
田
の
意
気
込
み
山田喜之助講義『英米代理法』
（1886年６月）
「政学講義会設立の趣意」
（1886年４月）
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が
伝
わ
っ
て
く
る
。
政
学
講
義
会
の
講
義
録
（
一
八
八
六
年
五
月
）
　
著
者
の
市
島
謙
吉
（
一
八
六
〇
〜
一
九
四
四
）
は
鷗
渡
会
の
一
員
と
し
て
東
京
専
門
学
校
の
設
立
に
関
わ
り
、
以
後
、
会
計
監
督
・
図
書
館
長
・
理
事
・
維
持
員
な
ど
を
歴
任
し
た
。
　
高
田
早
苗
（
一
八
六
〇
〜
一
九
三
八
）
　
鷗
渡
会
の
会
員
と
し
て
東
京
専
門
学
校
の
開
校
に
関
わ
っ
て
以
来
、
終
生
を
早
稲
田
大
学
の
発
展
に
尽
く
し
た
高
田
早
苗
は
、
通
信
講
義
録
事
業
の
発
案
者
で
も
あ
っ
た
。
通
信
講
学
会
の
講
義
録
を
執
筆
し
た
経
験
か
ら
、
東
京
専
門
学
校
の
講
義
内
容
を
筆
記
し
て
出
版
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
高
田
は
、
は
じ
め
は
彼
の
構
想
に
共
鳴
し
た
横
田
敬
太
に
経
営
を
委
託
し
、
横
田
が
経
営
を
退
い
た
後
は
、
自
ら
主
導
し
て
通
信
講
義
録
事
業
に
携
わ
っ
た
。
日
露
戦
争
後
の
経
営
難
の
際
に
は
、
学
内
の
廃
止
論
を
制
し
、
全
て
の
損
害
を
背
負
う
危
険
を
冒
し
て
出
版
部
の
経
営
を
引
き
受
け
る
な
ど
、
講
義
録
事
業
の
存
続
に
精
力
を
傾
け
た
。
政学講義会の講義録
（1886年５月）
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ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
　
早
稲
田
の
通
信
講
義
録
が
は
じ
ま
っ
た
一
九
世
紀
の
後
半
、
欧
米
諸
国
で
も
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
（
大
学
開
放
・
大
学
拡
張
）
と
呼
ば
れ
る
高
等
教
育
普
及
運
動
が
興
隆
し
て
い
た
。
こ
の
運
動
が
特
に
盛
ん
だ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
で
は
、
女
性
や
労
働
者
階
級
な
ど
、
そ
れ
ま
で
高
等
教
育
を
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
人
々
に
向
け
て
、
学
外
で
の
巡
回
講
義
や
講
義
録
に
よ
る
通
信
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
　
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
、
ア
メ
リ
カ
留
学
帰
り
の
講
師
・
家
永
豊
吉
（
写
真
）
に
よ
っ
て
こ
の
動
向
が
早
稲
田
に
紹
介
さ
れ
る
と
（「
英
米
に
於
け
る
教
育
上
の
一
大
現
象
」『
同
攻
会
雑
誌
』
第
十
・
一
一
号
）、
翌
年
に
は
じ
ま
っ
た
巡
回
講
話
と
と
も
に
、
通
信
講
義
録
事
業
も
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
一
環
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
一
〇
年
に
は
巡
回
講
話
と
通
信
講
義
録
を
兼
務
す
る
校
外
教
育
部
が
新
設
さ
れ
、
二
つ
の
事
業
の
緊
密
化
が
は
か
ら
れ
た
。
２
．
無
形
の
学
校
│
│
通
信
講
義
録
の
展
開
　
現
在
の
制
度
と
異
な
り
、
通
信
講
義
録
を
修
了
し
て
も
公
的
な
資
格
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
早
稲
田
の
講
義
録
の
講
習
者
に
は
、
聴
講
や
図
書
館
の
利
用
な
ど
「
校
外
生
」
と
し
て
の
権
利
が
与
え
ら
れ
、
試
験
に
合
格
す
れ
ば
正
規
の
課
程
に
編
入
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
講
義
録
の
執
筆
は
主
と
し
て
正
規
の
教
員
が
担
い
、
そ
の
中
に
は
学
問
的
に
高
い
評
価
を
得
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
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向
学
熱
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
次
第
に
種
類
を
増
や
し
た
早
稲
田
の
通
信
講
義
録
は
、
二
〇
世
紀
の
初
頭
に
は
小
学
校
以
外
の
全
て
の
課
程
を
網
羅
し
、「
無
形
の
学
校
」（
高
田
早
苗
）
と
称
さ
れ
る
ま
で
に
な
る
。
　
質
問
・
相
談
へ
の
対
応
、
各
地
で
の
校
外
生
の
会
の
開
催
、
副
読
本
の
刊
行
、
各
種
グ
ッ
ズ
の
通
信
販
売
な
ど
、
校
外
生
生
活
を
充
実
さ
せ
る
仕
組
み
も
整
え
ら
れ
た
。
講
義
録
の
修
了
者
は
「
准
校
友
」
と
さ
れ
、
早
稲
田
大
学
に
深
い
愛
着
を
も
っ
た
彼
ら
は
、
大
学
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
支
持
基
盤
と
も
な
っ
た
。
幾
十
万
の
校
外
生
を
獲
得
し
た
通
信
講
義
録
が
、
早
稲
田
の
名
を
全
国
区
に
押
し
上
げ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
【
主
な
展
示
資
料
】
東
京
専
門
学
校
の
校
外
生
規
則
（
一
八
八
八
年
六
月
）
　
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
九
月
に
定
め
ら
れ
た
校
外
生
規
則
は
、
一
八
八
八
年
六
月
に
は
東
京
専
門
学
校
規
則
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
。
同
時
に
、
正
規
生
へ
の
編
入
制
度
も
設
け
ら
れ
、
早
稲
田
の
一
員
と
し
て
の
校
外
生
の
待
遇
が
明
確
化
さ
れ
た
。
『
東
京
専
門
学
校
講
義
録
改
正
要
領
・
学
課
表
』（
一
八
九
五
年
九
月
）
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早
稲
田
大
学
出
版
部
　
早
稲
田
大
学
出
版
部
の
淵
源
は
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
、
横
田
啓
太
の
政
学
講
義
会
が
東
京
専
門
学
校
出
版
局
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
横
田
が
経
営
か
ら
退
き
、
学
校
直
営
に
な
る
と
東
京
専
門
学
校
出
版
部
と
な
り
、
次
い
で
一
九
〇
二
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
に
改
称
さ
れ
た
。
　
当
初
、
教
務
課
事
務
室
の
片
隅
に
置
か
れ
た
出
版
部
は
、
通
信
講
義
録
事
業
の
好
調
を
受
け
て
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
に
は
二
〇
坪
ほ
ど
の
家
屋
を
新
築
。
一
九
〇
六
年
に
木
造
二
階
建
一
〇
〇
余
坪
の
事
務
所
に
移
り
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
の
事
務
所
を
建
造
し
た
。
講
義
録
以
外
に
も
、『
早
稲
田
叢
書
』『
大
日
本
時
代
史
』、
雑
誌
『
外
交
時
報
』
な
ど
重
要
文
献
の
発
刊
を
手
掛
け
、
出
版
史
・
学
問
史
に
名
を
残
す
存
在
と
な
っ
た
。
岡
山
県
久
世
村
役
場
宛
小
川
為
次
郎
、
鳩
山
和
夫
書
簡
（
一
八
九
四
年
九
月
）
　
東
京
専
門
学
校
幹
事
と
校
長
の
名
で
講
義
録
の
規
則
書
と
特
別
紹
介
券
の
配
布
を
依
頼
し
た
も
の
。
紹
介
券
を
添
え
て
申
し
込
め
ば
入
学
金
は
免
除
す
る
と
あ
る
。
223
出版部講義録関係者（1930年頃）
前のテーブル、右から二人目に市島謙吉主幹、三人目
が高田早苗部長。後列、一番左に青柳篤
あつ
恒
つね
編集長。
校外生出身卒業生記念写真（1920年２月24日）
大隈重信邸で撮影。中央に大隈の姿も見える。
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大
西
祝はじ
め（
一
八
六
四
〜
一
九
〇
〇
）
　
キ
リ
ス
ト
教
的
自
由
主
義
の
立
場
か
ら
同
時
代
の
国
家
主
義
的
風
潮
に
敢
然
と
立
ち
向
か
っ
た
哲
学
者
・
大
西
祝
は
、
東
京
大
学
（
後
の
帝
国
大
学
）、
同
大
学
院
で
学
ん
だ
後
、
一
八
九
一
年
か
ら
一
八
九
八
年
ま
で
東
京
専
門
学
校
で
教
鞭
を
と
り
、
哲
学
・
倫
理
学
・
心
理
学
な
ど
を
講
じ
た
。
　
大
西
が
東
京
専
門
学
校
講
義
録
に
執
筆
し
た
『
西
洋
哲
学
史
』
は
、
三
六
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
り
、
著
作
の
多
く
を
未
完
の
ま
ま
遺
す
こ
と
に
な
っ
た
大
西
の
代
表
作
で
あ
る
。
日
本
人
に
よ
る
最
初
の
本
格
的
な
哲
学
史
と
さ
れ
る
。
原
稿
料
支
払
通
知
（
一
九
〇
〇
年
五
月
）
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
　
大
西
祝
宛
の
講
義
録
原
稿
料
の
支
払
通
知
。
原
稿
用
紙
一
枚
あ
た
り
一
〇
銭
か
ら
二
〇
銭
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
大
西
祝
「
西
洋
哲
学
史
草
稿
」（
一
八
九
五
年
）
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
大
西
祝
『
東
京
専
門
学
校
講
義
録　
西
洋
哲
学
史
』
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
　
残
さ
れ
た
草
稿
と
講
義
録
の
断
簡
か
ら
大
西
の
推
敲
の
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
校
外
生
生
活
を
支
え
た
品
々
小
包
用
帳
票
　
講
義
録
の
送
付
に
使
用
さ
れ
た
。
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早
稲
田
風
呂
敷
　
一
九
三
七
年
の
広
告
に
よ
る
と
、
送
料
込
で
富
士
絹
製
が
一
円
二
〇
銭
、
メ
リ
ン
ス
製
が
一
円
、
人
絹
（
レ
ー
ヨ
ン
）
製
が
七
五
銭
だ
っ
た
。
送
付
先
が
朝
鮮
の
場
合
は
三
二
銭
増
し
と
あ
る
。
ワセダグッズ広告（1937年）
早稲田風呂敷
校外生入学証（東京専門学校時代）
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学
費
免
除
之
証
（
一
九
三
五
年
五
月
二
〇
日
）
　
奨
学
懸
賞
答
案
の
正
解
者
に
対
す
る
学
費
一
部
免
除
の
通
知
。
 
時
代
を
彩
っ
た
講
義
録
・
副
読
本
　
多
彩
な
講
義
録
と
と
も
に
、
中
等
教
育
課
程
の
校
外
生
に
対
し
て
は
、『
新
天
地
』
『
女
学
の
友
』『
早
稲
田
商
業
青
年
』
と
い
っ
た
副
読
本
も
発
行
さ
れ
た
。
副
読
本
に
は
講
師
の
訓
話
や
時
事
解
説
、
マ
ン
ガ
の
ほ
か
、
文
芸
作
品
や
投
書
、
校
外
生
出
身
者
の
経
験
談
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。
残
存
数
が
少
な
く
、
発
行
期
間
な
ど
不
明
な
部
分
が
多
い
が
、
校
外
生
の
様
相
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
大隈講堂で開催された
関東校外生大会の様子（1940年）
校外生大会記念メダル（1937年）
校外生大会記念ピンバッジ（1939年）
講義録成業証
（田中穂積総長時代（1931～1944年））
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『早稲田中学講義』『新天地』
『早稲田高等女学講義』『女学の友』
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３
．
仰
ぐ
は
同
じ
き
理
想
の
光
│
│
多
様
な
校
外
生
と
独
学
の
実
像
　
日
露
戦
争
が
終
結
し
た
一
九
〇
五
年
、
小
学
校
就
学
率
は
九
五
％
を
越
え
、
日
本
に
本
格
的
な
学
歴
社
会
が
到
来
し
た
。
し
か
し
、
小
学
校
を
卒
業
し
て
も
、
中
学
校
な
ど
上
級
学
校
に
進
学
で
き
る
者
は
全
体
の
一
割
に
も
満
た
な
か
っ
た
。
貧
困
や
家
庭
的
・
身
体
的
事
情
な
ど
で
上
京
や
進
学
が
か
な
わ
な
い
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
、
通
信
講
義
録
に
よ
る
独
学
は
勉
強
を
続
け
る
数
少
な
い
手
段
だ
っ
た
。
　
通
信
講
義
録
を
購
読
す
る
目
的
は
、
多
く
の
場
合
、「
専
検
」（
専
門
学
校
入
学
者
検
定
試
験
）
な
ど
各
種
の
検
定
試
験
・
資
格
試
験
に
合
格
し
て
立
身
出
世
を
果
た
す
た
め
だ
っ
た
。
校
外
生
か
ら
は
後
に
早
稲
田
大
学
の
教
員
と
な
る
な
ど
、
各
界
で
活
躍
す
る
人
物
も
現
れ
た
。
し
か
し
、
講
義
録
の
修
了
者
は
十
人
に
一
人
と
も
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
独
学
に
よ
っ
て
成
功
を
つ
か
む
に
は
、
人
一
倍
の
忍
耐
と
努
力
が
必
要
だ
っ
た
。
日
々
の
仕
事
や
生
活
に
忙
殺
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
途
で
脱
落
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
校
外
生
た
ち
は
、
講
義
録
の
中
に
つ
か
の
ま
の
自
由
を
感
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
を
夢
み
た
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
て
、
日
本
が
東
ア
ジ
ア
一
帯
を
勢
力
範
囲
に
収
め
て
い
く
に
し
た
が
い
、
校
外
生
も
朝
鮮
・
台
湾
な
ど
の
植
民
地
や
、
隣
国
の
中
国
へ
と
広
が
っ
た
。
立
身
の
術
が
ほ
と
ん
ど
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
植
民
地
の
少
な
か
ら
ぬ
人
々
が
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
講
義
録
の
講
習
に
活
路
を
求
め
た
。
国
際
情
勢
の
変
容
に
も
影
響
さ
れ
て
、
早
稲
田
の
通
信
講
義
録
は
幅
広
く
、
多
様
な
人
々
の
許
に
送
り
届
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
 
校
外
生
出
身
の
早
大
教
員
塩
沢
昌
貞
（
一
八
七
〇
〜
一
九
四
五
）
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茨
城
県
出
身
。
一
八
九
一
年
、
東
京
専
門
学
校
英
語
政
治
科
卒
。
一
九
〇
二
年
早
大
講
師
、
一
九
〇
七
年
教
授
。
長
年
に
わ
た
り
経
済
学
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
一
九
二
一
年
か
ら
学
長
、
一
九
二
三
年
に
短
期
間
、
総
長
を
務
め
た
。「
大
隈
重
信
の
知
恵
袋
」
と
し
て
知
ら
れ
た
。
津
田
左
右
吉
（
一
八
七
三
〜
一
九
六
一
）
　
岐
阜
県
出
身
。
一
八
九
一
年
、
東
京
専
門
学
校
邦
語
政
治
科
卒
。
満
鮮
歴
史
地
理
調
査
室
研
究
員
等
を
経
て
一
九
一
八
年
、
早
大
講
師
。
一
九
二
二
年
教
授
。『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
文
献
学
的
研
究
や
東
洋
思
想
史
研
究
で
新
生
面
を
切
り
開
い
た
が
一
九
四
〇
年
、
著
書
が
出
版
法
違
反
に
問
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
（
津
田
事
件
）、
早
大
を
辞
し
た
。
一
九
四
九
年
、
文
化
勲
章
受
章
。
田
中
穂
積
（
一
八
七
六
〜
一
九
四
四
）
　
長
野
県
出
身
。
専
門
は
財
政
学
。
一
八
九
六
年
、
東
京
専
門
学
校
邦
語
政
治
科
卒
。
東
京
日
日
新
聞
社
を
経
て
一
九
〇
四
年
、
早
大
講
師
。
一
九
一
一
年
教
授
。
一
九
三
一
年
か
ら
一
九
四
四
年
に
逝
去
す
る
ま
で
総
長
を
務
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
な
ど
戦
時
下
の
学
内
行
塩沢昌貞（1870～1945）
津田左右吉（1873～1961）
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政
に
尽
力
し
た
。
高
橋
清
吾
（
一
八
九
一
〜
一
九
三
九
）
　
宮
城
県
出
身
。
一
九
一
三
年
、
早
稲
田
大
学
専
門
部
政
治
経
済
学
科
卒
。
米
国
留
学
を
経
て
一
九
一
九
年
早
大
教
授
。
実
証
的
な
政
治
学
の
研
究
で
知
ら
れ
た
。
吉
村
正
（
一
九
〇
〇
〜
一
九
八
四
）
　
福
井
県
出
身
。
一
九
二
四
年
、
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
卒
。
一
九
三
二
年
早
大
講
師
、
一
九
三
八
年
教
授
。
政
治
学
者
と
し
て
多
数
の
著
作
を
執
筆
す
る
と
と
も
に
、
各
種
の
政
府
委
員
を
歴
任
し
た
。
田中穂積（1876～1944）
高橋清吾（1891～1939）
吉村正（1900～1984）
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校
外
生
の
実
相
　
渋
谷
定
輔
（
一
九
〇
五
〜
一
九
八
九
）
　
埼
玉
県
南
畑
村
（
現
・
富
士
見
市
）
に
生
ま
れ
る
。
一
〇
代
の
頃
か
ら
農
民
運
動
に
身
を
投
じ
、
小
作
争
議
や
農
民
自
治
会
、
農
民
組
合
活
動
に
奔
走
し
た
。
そ
の
か
た
わ
ら
詩
作
に
も
才
を
発
揮
し
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
は
詩
集
『
野
良
に
叫
ぶ
』
を
発
刊
し
た
。
戦
後
は
日
本
農
民
文
学
会
結
成
に
参
画
。
自
身
の
日
記
を
も
と
に
し
た
生
活
記
録
『
農
民
哀
史
』（
一
九
七
〇
年
）
も
名
高
い
。
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
か
ら
思
想
の
科
学
研
究
会
会
長
を
つ
と
め
た
。
　
埼
玉
県
富
士
見
市
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
渋
谷
の
蔵
書
に
は
一
九
三
五
年
か
ら
四
二
年
ま
で
の
早
稲
田
の
講
義
録
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
三
〇
才
代
を
む
か
え
た
渋
谷
の
学
び
直
し
の
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
【
主
な
展
示
資
料
】
「
五
か
年
計
画
」
／
富
士
見
市
立
図
書
館
所
蔵
　
渋
谷
定
輔
旧
蔵
『
早
稲
田
電
気
工
学
講
義
』
臨
時
増
刊
号
（
一
九
三
五
年
三
月
）
の
表
紙
に
書
か
れ
た
メ
モ
。
専
検
に
合
格
し
、
資
格
を
取
得
す
る
ま
で
の
学
習
計
画
が
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
渋
谷
は
一
九
三
七
年
、
三
二
才
の
時
に
治
安
維
持
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
て
お
り
（
埼
玉
人
民
戦
線
事
件
）、
こ
の
計
画
が
実
を
結
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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渋
谷
定
輔
旧
蔵
『
早
稲
田
商
業
講
義
』（
一
九
四
二
年
四
月
）
／
富
士
見
市
立
図
書
館
所
蔵
　
一
九
三
九
年
に
出
獄
し
た
後
、
渋
谷
は
講
義
録
の
購
読
を
再
開
し
て
い
る
。
馬
橋
日
記
〔
抜
粋
〕
　
埼
玉
県
松
山
町
（
現
在
の
東
松
山
市
）
在
住
の
馬
橋
岩
蔵
（
当
時
一
七
歳
）
が
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に
記
し
た
日
記
。
岩
蔵
は
町
役
場
で
働
き
な
が
ら
夜
学
に
通
い
、『
早
稲
田
中
学
講
義
』
も
購
読
す
る
知
識
欲
の
旺
盛
な
青
年
だ
っ
た
。
日
記
に
は
、
届
い
た
講
義
録
を
綴
り
直
し
た
り
虫
干
し
し
た
り
と
、
い
と
お
し
む
よ
う
に
扱
う
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
日
記
は
『
馬
橋
日
記　
大
正
期
の
青
年
日
記
』
の
タ
イ
ト
ル
で
東
松
山
市
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
「五か年計画」／
富士見市立図書館所蔵
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三
月
七
日　
小
春
日
和　
四
十
四
度
　
今
朝
は
い
つ
も
の
通
り
起
床
し
た
。
役
場
へ
出
勤
し
た
。
朝
は
五
目
ば
ん
を
永
瀬
さ
ん
が
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
残
念
な
が
ら
出
来
な
か
っ
た
。
随
時
月
税
税
外
収
入
の
各
手
数
料
の
整
理
も
や
っ
た
。
今
日
は
日
記
を
書
く
の
に
横
に
し
て
書
い
た
。
丁
度
役
場
へ
此
ふ
言
ふ
手
紙
が
来
た
の
で
書
い
て
見
る
と
面
白
い
様
で
あ
る
。
お
昼
は
家
へ
用
達
に
来
た
の
だ
。
今
日
は
中
学
校（講
義
）義
録
に
か
な
の
め
ば
え
が
来
て
ゐ
た
。
　
役
場
で
は
又
一
生
懸
命
に
や
っ
た
。
側
量
用
の
鳥
口
を
持
っ
て
行
っ
て
書
い
て
見
た
。
中
々
よ
く
出
来
る
。
赤
十
字
の
内
か
ら
五
十
銭
引
ぬ
い
て
ぱ
ん
を
買
っ
た
。
沢
山
喰
っ
た
。
家
へ
帰
り
た
い
然
共
、
松
林
先
生
と
鉄
道
工
事
を
見
に
行
っ
た
。
其
の
実
に
大
な
の
に
驚
ろ
い
た
。
家
へ
来
た
の
は
五
時
、
ヒ
ル
ム
を
十
銭
買
っ
た
。
野
口
の
八
ち
ゃ
ん
か
ら
。
夜
学
に
行
っ
た
。
珠
算
の
面
白
い
の
を
お
そ
わ
っ
た
。
新
ら
し
く
て
面
白
く
て
う
れ
し
か
っ
た
。〔
後
略
〕
三
月
二
十
日　
曇
晴
昼
後
ヨ
リ
北
風　
五
十
度
　
今
朝
…
…
七
時
前
に
起
き
出
し
た
。
雀
が
鳴
き
出
し
た
。
曇
っ
た
様
な
天
気
。
朝
か
ら
ひ
ど
く
く
び
が
い
た
む
。
　
昼
…
…
役
場
で
は
田
租
所
得
税
仝
上
県
税
附
加
税
の
各
切
簿
を
割
印
し
、
之
を
各
区
長
に
送
る
た
め
一
心
不
乱
に
や
る
。
今
朝
は
大
黒
屋
へ
行
き
く
び
へ
貼
る
薬
買
ひ
ぬ
。
少
し
向
ふ
で
貼
っ
て
く
れ
ぬ
。
絆
ソ
ー
コ
ー
。
脱
脂
綿
等
外
指
薬
に
て
三
十
銭
取
ら
る
。
外
ゴ
ム
の
指
袋
代
六
銭
。
　
吉
田
さ
ん
の
竹
山
に
て
竹
の
枝
を
取
り
上
沼
に
入
れ
て
、
エ
ビ
取
り
を
す
る
。
面
白
く
な
く
昼
よ
り
は
全
く
全
力
で
あ
る
。
其
し
て
明
日
く
ば
る
ば
か
り
に
し
て
家
へ
来
る
。
藪
田
春
同
君
よ
り
切
手
交
換
に
て
送
付
あ
り
。
三
枚
取
っ
て
十
八
枚
代
り
に
送
る
。
送
費
二
銭
、
又
中
購
第
三
十
六
号
来
り
。
学
費
切
の
報
あ
り
。
金
が
つ
ま
っ
て
つ
ら
い
。
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夜
…
…
北
風
が
出
た
。
寒
い
〳
〵
北
風
が
夜
学
も
今
夜
か
ぎ
り
で
終
り
を
つ
げ
た
。
第
一
時
間
目
は
遊
び
、
第
二
時
か
ら
校
長
先
生
の
明
夜
一
晩
来
る
様
に
と
言
渡
し
が
あ
っ
た
だ
け
で
家
へ
帰
っ
て
来
た
。
夜
寝
た
る
は
十
一
時
。〔
後
略
〕
十
月
二
十
日　
晴
次
第
に
曇
ル　
七
十
度
　
相
変
ら
ず
寝
坊
で
は
ホ
ト
〳
〵
あ
き
れ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
駄
目
だ
。
実
に
駄
目
で
あ
る
。
　
役
場
へ
出
勤
す
る
と
間
も
な
く
始
め
た
。
　
昼
か
ら
は
月
税
を
や
っ
た
。
郡
役
所
へ
も
使
に
や
ら
れ
て
一
時
間
ば
か
り
遊
ん
で
来
た
。
三
時
終
ひ
の
土
曜
日
で
も
最
後
に
謄
写
版
を
頼
ま
れ
て
実
に
〳
〵
へ
い
こ
う
し
て
し
ま
っ
た
。
三
時
半
頃
迄
や
っ
て
家
へ
帰
っ
て
来
た
。「
あ
な
う
れ
し
」
待
ち
に
待
っ
た
大
日
本
切
手
類
鑑
外
数
点
書
留
で
着
し
た
。
実
に
全
く
う
れ
し
か
っ
た
。
　
其
の
外
最
後
の
講
義
録
第
四
十
八
号
が
来
た
。
夜
に
入
る
迄
表
紙
の
綴
り
込
み
を
や
っ
て
ゐ
た
。
実
に
何
ん
と
も
言
へ
ぬ
う
れ
し
さ
が
込
み
上
げ
た
。
八
百
国
、
銅
一
其
れ
に
本
郷
春
治
君
が
来
て
五
目
を
一
生
懸
命
に
打
っ
て
十
時
迄
も
遊
ん
だ
。
　
※
最
後
の
講
義
録
第
四
十
八
号
来
る
。
大
日
本
切
手
類
鑑
来
る
。
講
義
録
（
早
稲
田
）
第
四
十
八
号
本
日
に
て
終
了
。
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※
左
表
は
馬
橋
岩
蔵
の
一
九
二
三
年
三
月
の
小
遣
い
記
録
。
講
義
録
の
経
済
的
負
担
が
軽
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
月日 金銭 項目
３月１日 15銭 ハガキ十枚代
２日 30銭 羽織のヒモ一本代
10銭 同　かん代
３日 50銭 三月号大正写真通信代小為替
３銭 小為替手数料
15銭 封筒三状代
５日 ８銭 なんばん一杯
６銭 活動用ヒルム六つ代
７日 10銭 活動用写真用ヒルム代
８日 10銭 代書料
10日 １円　　 ヒルム英製２本
80銭 ヒルム独製２本
１円10銭 ハーモニカー一箇代
１円　　 永瀬さんヨリ入る
11日 10銭 お茶菓子代
13日 12銭 セルロイド製活動写真用フィルム台紙（バサミ）十五枚
16日 60銭 春蒔種子・組物・二組代
３銭 小為替料右代金
３銭 同郵送料
５銭 小遣
17日 10銭 小遣
18日 15銭 小遣（蜜柑、ヒルム活用）
８銭 葱なん（藤田）
５銭 ランプの油代
10銭 油紙一枚代
20日 30銭 出来物薬代
６銭 ゴム指袋二ヶ代
２銭 通信代
21日 ５円76銭 早稲田中学講義之最後払入
10銭 ミルクキャラメル一箇代
22日 15銭 小遣（大抵はフィルム）
12銭 水仙二球代
23日 ３銭 三銭の九字
25日 88銭 兎を売る
26日 35銭 写真用（活動写真）フィルム一束（45枚）代金
27日 36銭 町長、永瀬さんヨリ種子代金
15銭 ヒルム（活動写真用）代
28日 ６銭 ヒルム侠み二個代
37銭 中村君へ（写真薬品代金）
30日 ２銭 ヒルム（二枚代）
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障
害
者
教
育
へ
の
活
用
『
点
字
中
学
講
義
録
』（
一
九
〇
六
年
）
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
　
創
刊
当
初
の
『
早
稲
田
中
学
講
義
』
の
点
字
訳
。
神
戸
訓
盲
院
（
現
・
兵
庫
県
立
視
覚
特
別
支
援
学
校
）
院
長
・
左
近
允
孝
之
進
（
一
八
七
〇
〜
一
九
〇
九
）
の
計
画
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
左
近
允
は
東
京
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
自
身
も
失
明
し
、
神
戸
訓
盲
院
を
設
立
し
た
人
物
。
講
義
録
の
幅
広
い
受
容
を
示
す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
 
海
外
・
植
民
地
へ
の
広
が
り
漢
訳
『
早
稲
田
大
学
政
法
理
財
科
講
義
』（
一
九
〇
七
年
二
月
）
　
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
、
早
稲
田
大
学
は
清
国
留
学
生
部
を
創
設
し
、
中
国
人
留
学
生
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
翌
一
九
〇
六
年
、
漢
訳
版
講
義
録
が
発
刊
さ
れ
た
。
な
お
、
す
で
に
一
九
〇
一
年
に
は
日
本
語
の
講
義
録
を
購
読
し
た
中
国
人
校
外
生
数
名
が
卒
業
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
は
正
規
の
中
国
人
卒
業
生
が
誕
生
す
る
前
年
の
こ
と
で
あ
る
。
漢訳
『早稲田大学政法理財科講義』
（1907年２月）
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講
義
録
内
容
見
本
を
申
し
込
む
書
簡
（
一
九
五
三
年
一
二
月
頃
）
　
朝
鮮
戦
争
休
戦
後
ま
も
な
い
朝
鮮
半
島
（
慶
尚
南
道
金
海
郡
）
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
。
校
外
生
た
ち
の
声
　
『
新
天
地
』
や
『
女
学
の
友
』
な
ど
副
読
本
の
投
書
欄
に
は
、
全
国
各
地
、
植
民
地
に
ま
で
広
が
る
校
外
生
た
ち
か
ら
、
毎
号
、
多
く
の
投
書
が
寄
せ
ら
れ
た
。
本
業
に
勤
し
む
か
た
わ
ら
、
睡
眠
時
間
を
削
っ
て
の
独
学
に
、
あ
る
も
の
は
将
来
へ
の
希
望
を
つ
な
ぎ
、
あ
る
も
の
は
さ
さ
や
か
な
自
由
を
体
感
し
て
い
た
。
校
外
生
た
ち
の
声
に
し
ば
し
耳
を
傾
け
て
み
た
い
。
京城（現在のソウル）での校外生大会
（1938年）
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独
学
者
‼　
嗚
呼
何
と
い
う
雄
々
し
い
、
た
の
も
し
い
言
葉
で
し
ょ
う
。
夢
か
ら
さ
め
た
、
私
は
過
ぎ
し
年
の
十
月
第
二
十
九
回
法
と
な
り
中
講
を
拝
受
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
　
毎
月
来
る
講
義
を
一
々
、
か
み
砕
い
て
行
く
程
心
地
の
よ
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
、
私
は
こ
れ
が
何
よ
り
も
の
慰
み
で
す
、
ひ
ね
も
す
野
に
出
て
働
き
夕
に
か
え
り
て
机
に
向
う
て
中
講
〔
中
学
講
義
録
〕
を
読
む
と
き
程
嬉
し
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
、
私
は
独
学
者
と
し
て
奮
闘
努
力
の
一
生
を
送
ら
ん
と
思
っ
て
い
ま
す
。
満
天
下
の
諸
兄
、「
独
学
者
」
の
三
字
を
常
に
念
頭
に
お
き
、
離
さ
な
い
で
下
さ
い
。
 
高
知
県
・
男
性
（『
新
天
地
』
一
九
二
四
年
五
月
号
）
新
入
生
の
心
初
め
て
受
け
と
っ
た
早
稲
田
の
講
義
録
包
紙
を
破
っ
て
柔
ら
か
く
握
り
し
め
た
ら
甘
い
イ
ン
ク
が
プ
ン
と
鼻
に
来
た
嬉
し
い
、
う
れ
し
い
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│
今
夜
か
ら
　
初
め
よ
う
│
こ
う
想
っ
て
思
わ
ず
心
臓
を
押
え
つ
け
た
 
長
崎
県
・
男
性
（『
新
天
地
』
一
九
三
七
年
七
月
号
）
新
天
地
を
送
る
〔
前
略
〕
私
は
元
気
一
杯
家
事
を
致
し
て
居
り
ま
す
。
家
事
の
暇
に
昨
年
五
月
よ
り
早
稲
田
講
義
録
で
独
学
を
始
め
ま
し
た
。
取
ら
な
い
う
ち
は
む
づ
か
し
い
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
が
、
自
分
が
手
に
し
て
見
ま
す
と
実
に
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
六
年
卒
業
の
人
で
も
出
来
そ
う
で
す
。
や
り
始
め
る
と
面
白
く
時
の
立
つ
の
も
忘
れ
母
に
注
意
さ
れ
ま
す
。
先
生
に
教
わ
っ
た
英
語
も
少
し
ず
つ
わ
か
り
ま
す
。
此
の
御
本
は
毎
月
出
版
部
か
ら
送
っ
て
下
さ
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
に
と
り
ま
し
て
な
く
て
な
ら
ぬ
友
で
す
。
眠
く
な
っ
た
時
、
あ
き
て
来
た
時
、
こ
れ
を
読
む
と
元
気
づ
き
ま
す
。
我
一
人
眠
い
の
で
は
な
い
、
ど
の
人
々
も
眠
い
の
を
こ
ら
え
努
力
し
て
い
る
の
だ
と
。
こ
れ
か
ら
毎
月
お
送
り
致
し
ま
す
。
読
者
文
芸
欄
に
作
文
や
短
歌
を
出
し
て
楽
し
ん
で
居
り
ま
す
。
 
神
奈
川
県
・
女
性
（『
新
天
地
』
一
九
三
七
年
七
月
号
）
靴
音
火
の
見
や
ぐ
ら
に
冬
が
来
た
の
で
、
240
ま
た
夜
中
に
な
る
と
、
靴
音
が
コ
ツ
コ
ツ
と
寝
床
に
響
く
。
ぼ
く
は
十
二
時
頃
ま
で
勉
強
す
る
。
独
学
は
苦
し
い
が
、
ま
た
愉
し
い
。
数
学
と
取
っ
く
み
な
が
ら
、
僕
は
火
の
見
や
ぐ
ら
に
い
る
人
を
思
う
黒
い
屋
根
々
々
を
見
渡
し
な
が
ら
、
凍
っ
た
夜
気
と
闘
っ
て
い
る
人
を
思
う
す
る
と
僕
は
夢
中
に
な
っ
て
、
難
問
題
に
体
当
り
を
す
る
の
だ
。
冬
が
来
た
の
で
、
火
の
見
や
ぐ
ら
の
上
か
ら
、
ま
た
夜
ご
と
、
靴
音
が
僕
を
励
ま
し
て
く
れ
る
。
 
北
海
道
・
男
性
（『
新
天
地
』
一
九
四
二
年
二
月
号
）
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４
．
教
育
民
主
化
の
精
神
に
則のっとり
│
│
通
信
講
義
録
の
時
代
の
終
わ
り
　
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
講
義
録
や
副
読
本
も
次
第
に
戦
時
色
を
帯
び
て
い
っ
た
。
強
ま
る
戦
時
体
制
の
も
と
、
印
刷
用
紙
に
も
配
給
制
が
し
か
れ
、
講
義
録
は
ペ
ー
ジ
数
や
部
数
の
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
三
月
の
東
京
大
空
襲
で
は
出
版
部
の
全
て
の
印
刷
物
を
受
注
し
て
い
た
印
刷
所
を
失
い
、
講
義
録
は
発
行
不
能
の
状
態
に
お
ち
い
っ
た
。
　
敗
戦
後
、
通
信
講
義
録
は
教
育
民
主
化
の
精
神
を
体
現
す
る
媒
体
と
し
て
再
び
脚
光
を
浴
び
る
。
ア
メ
リ
カ
式
の
通
信
教
育
制
度
の
導
入
を
促
す
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
を
追
い
風
に
、
早
稲
田
大
学
も
新
制
度
に
対
応
し
た
講
義
録
の
刊
行
に
乗
り
出
し
、
通
信
教
育
部
の
新
設
も
計
画
さ
れ
た
。
し
か
し
、
新
た
に
は
じ
ま
っ
た
都
道
府
県
の
通
信
教
育
事
業
と
の
競
合
に
さ
ら
さ
れ
る
な
ど
、
部
数
減
に
悩
ま
さ
れ
た
早
稲
田
の
講
義
録
に
か
つ
て
の
勢
い
は
な
か
っ
た
。
勤
労
学
生
の
受
け
皿
と
し
て
、
一
九
四
九
年
に
誕
生
し
た
夜
間
開
講
の
第
二
学
部
と
通
信
講
義
録
と
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
た
大
学
は
、
最
終
的
に
前
者
を
選
択
す
る
。
一
九
五
六
年
、
早
稲
田
の
通
信
講
義
録
は
購
読
者
の
募
集
を
停
止
し
、
七
〇
年
に
お
よ
ぶ
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
門
狭
き
が
ゆ
え
に
行
く
手
が
輝
い
て
み
え
た
独
学
自
修
の
時
代
の
終
幕
で
も
あ
っ
た
。
【
主
な
展
示
資
料
】
 
戦
時
と
戦
後
田
中
穂
積
「
時
局
と
独
学
」（
一
九
四
〇
年
三
月
）
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
　
『
早
稲
田
大
学
文
学
講
義
』
臨
時
増
刊
号
に
掲
載
。
か
つ
て
の
校
外
生
・
田
中
穂
積
総
長
は
、「
東
亜
新
秩
序
建
設
の
偉
業
」
を
担
い
う
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る
「
偉
大
な
る
国
民
」
と
な
る
た
め
に
も
、
講
義
録
の
読
者
と
な
っ
て
修
養
に
つ
と
め
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
島
田
孝
一
「
年
頭
の
辞
」（
一
九
四
七
年
一
月
一
日
）
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
　
『
早
稲
田
高
等
女
学
講
義
』
第
５
号
に
掲
載
。
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
総
長
と
な
っ
た
島
田
孝
一
は
、
早
稲
田
の
通
信
講
義
録
事
業
を
「
学
問
の
民
衆
化
」
の
実
践
だ
と
し
、「
新
し
き
日
本
の
民
主
々
義
化
な
る
大
使
命
」
を
担
う
若
者
た
ち
が
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
『
早
稲
田
高
等
学
校
講
義
』（
一
九
四
九
年
）
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
　
戦
後
の
新
制
高
校
の
誕
生
に
対
応
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
教
材
だ
け
で
な
く
、
学
習
法
を
解
説
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
作
成
す
る
な
ど
、
新
た
な
工
夫
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
送
付
願
い
（
一
九
五
三
年
一
一
月
二
九
日
）
　
高
等
学
校
講
義
を
購
読
し
て
い
た
海
外
航
路
の
船
員
が
、
寄
港
先
の
ラ
ン
グ
ー
ン
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ヤ
ン
ゴ
ン
）
か
ら
出
版
部
に
宛
て
た
書
簡
。
 
通
信
講
義
録
か
ら
第
二
学
部
へ
企
画
委
員
会
議
事
録
草
稿
（
一
九
四
六
年
一
二
月
一
七
日
）
　
新
時
代
へ
の
大
学
の
対
応
が
話
し
合
わ
れ
た
企
画
委
員
会
で
も
、
通
信
講
義
録
事
業
の
処
遇
は
主
要
な
検
討
課
題
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
式
の
通
信
教
育
の
導
入
を
促
す
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
が
伝
え
ら
れ
る
な
か
、
自
身
も
校
外
生
出
身
者
で
あ
っ
た
吉
村
正
委
員
長
は
、
こ
の
時
点
で
早
く
も
講
義
録
の
存
続
に
難
色
を
示
し
て
い
る
。
「
早
稲
田
大
学
通
信
教
育
部
学
則
（
案
）」（
一
九
四
七
年
）
243
「
教
第
八
七
号　
出
版
部
講
義
録
卒
業
生
取
扱
い
に
関
す
る
件
」（
一
九
四
八
年
二
月
二
三
日
）
　
新
制
度
に
対
応
し
た
講
義
録
卒
業
生
の
編
入
手
続
き
に
つ
い
て
の
申
し
合
わ
せ
。
第
二
学
部
設
置
委
員
長
協
議
会
議
事
録
（
一
九
四
八
年
六
月
一
七
日
）
企画委員会議事録草稿（1946年12月17日）
早稲田大学通信教育部学則（案）（1947年）
